
　
　　
新
型
コ
ロ
ナ
以
前
と

以
後
で
決
定
的
に
違
う
の
は

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
地
域

活
動
を
行
う
人
が
少
な
く

な
っ
た
。

　
行
政
だ
け
で
は
で
き
な
い

課
題
に
対
応
す
る
た
め
、
市

長
は
公
助
・
自
助
の
関
係
を

ど
の
よ
う
に
認
識
し
て
い
る

の
か
。

　
　
　
市
民
参
加
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
で
の
地
域
活
性
化

だ
が
、
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ

て
き
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
力
が

非
常
に
弱
く
、
自
分
た
ち
で

楽
し
く
元
気
に
生
活
す
る
地

域
づ
く
り
が
希
薄
化
し
て
い

る
。

　
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

勉
強
会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
ま
ち
づ
く
り
協

議
会
の
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　
　　
区
長
は
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
で
あ
る
。

　
特
に
異
常
気
象
で
自
主
防

災
活
動
に
消
防
団
な
ど
と
の

連
携
が
欠
か
せ
な

い
。

　
各
地
域
で
課
題

が
あ
る
中
で
行
政

が
活
動
の
き
っ
か

け
を
作
る
た
め
小

学
校
校
区
単
位
で

出
前
講
座
が
で
き

な
い
か
。

　
　
　
　
　

防
災

対
策
で
は
毎
年
区

長
を
対
象
に
リ
ー

ダ
ー
養
成
講
座
を

し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

財
政
問
題

〇�

学
校
の
学
び
の
場
の
保
障

諸
泉

市
長

諸
泉

総
務
部
長

諸泉　定次

市
長
自
助
・
公
助
が
融
合
し
て
地
域
活

性
化
に
つ
な
が
る

地
域
活
動
で
の
公
助
・

地
域
活
動
で
の
公
助
・

自
助
の
考
え
は

自
助
の
考
え
は

　
　　
以
前
、
市
長
よ
り
小

城
市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

は
、佐
賀
県
農
業
に
お
い
て
、

さ
が
園
芸
8
8
8
運
動
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。
米
、
麦
、

大
豆
の
農
業
か
ら
高
収
益
作

物
に
転
換
し
農
業
収
益
を
上

げ
ス
マ
ー
ト
農
業
を
行
い
、

今
後
の
農
業
を
関
係
団
体
、

関
係
機
関
、
生
産
者
と
一
緒

に
協
議
し
な
が
ら
推
進
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
答
弁
が

あ
っ
た
。
し
か
し
、
農
業
を

続
け
て
い
く
中
で
、
そ
れ
で

本
当
に
よ
い
の
か
、
ほ
か
に

課
題
は
な
い
の
か
。

　
　
　
小
城
市
の
農
業
は
、

肥
沃
な
農
地
を
活
用
し
豊
か

な
生
産
を
育
み
基
幹
産
業
と

し
て
発
展
し
て
き
た
。
近
年

は
、
人
口
減
少
や
農
業
従
事

者
の
高
齢
化
が
進
み
、
担
い

手
、
後
継
者
の
不
足
や
労
働

力
の
低
下
が
進
ん
で
い
る
。

ま
た
、
肥
料
、
燃
料
、
資
材

等
の
高
騰
に
よ
る
営
農
に
係

る
経
営
コ
ス
ト
の
増
も
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　
　　

大
規
模
農
業
者
が

米
、
麦
、
大
豆
か
ら
高
収
益

作
物
を
作
る
た
め
、
園
芸
作

物
に
経
営
転
換
を
図
り
、
利

用
し
な
い
農
地
が
発
生
し
た

場
合
の
対
策
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
地
元

や
近
隣
で
耕
作
出
来
る
農
家

は
い
な
い
か
、
地
区
で
担
当

し
て
い
る
農
業
委
員
や
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
と
共

に
地
域
で
の
情
報
収
集
を
行

い
、
地
域
計
画
の
策
定
を

し
、
そ
の
中
で
得
ら
れ
た
情

報
を
参
考
に
し
な
が
ら
農
地

の
あ
っ
せ
ん
活
動
を
し
て
い

く
。
そ
れ
で
も
見
つ
か
ら
な

い
場
合
は
、
佐
賀
県
農
業
公

社
と
も
連
携
し
、
農
地
を
次

の
耕
作
者
へ
つ
な
い
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

る
。

中
尾

市
長

中
尾

農
業
委
員
会
事
務
局
長

中尾　勝吉

市
長
農
業
後
継
者
不
足
や
営
農
に
係
る

経
営
コ
ス
ト
の
増

小
城
市
農
業
の

小
城
市
農
業
の

今
後
の
課
題
は

今
後
の
課
題
は

▲異常気象が続く中、自主防災は欠かせない

▲田植えが終わり大型農業機械で大豆種まき
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21
億
近
い
お
金
の
枯

渇
は
以
前
に
も
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
一
般
財
源
不
足

で
基
金
繰
入
れ
は
必
ず
当
初

予
算
の
中
で
は
出
て
く
る

が
、
今
回
の
20
億
近
く
と
い

う
の
は
、
こ
れ
ま
で
類
に
な

い
額
で
あ
る
。

　
　　
そ
の
原
因
は
。

　
　
　
　
　
委
託
料
の
増
加

や
職
員
の
給
与
改
定
、
牛
津

川
遊
水
地
整
備
事
業
な
ど
が

大
き
く
な
っ
た
と
受
け
止
め

て
い
る
。

　
　　
財
政
再
建
団
体
に
陥

ら
な
い
た
め
の
財
政
健
全
化

法
の
４
つ
の
指
標
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
実
質
赤
字
比
率

は
黒
字
、
連
結
実
質
赤
字
比

率
は
黒
字
、
実
質
公
債
費
比

率
は
令
和
４
年
度
は
、
８
・

４
％
と
基
準
の
25
％
を
下

回
っ
て
い
る
。
将
来
負
担
比

率
は
、
負
債
額
は
充
当
可
能

財
源
等
で
下
回
っ
て
い
る
た

め
該
当
し
な
い
。

　
　
　
市
の
財
政
運
営
を
市

民
に
満
足
し
て
も
ら
う
た
め

に
統
廃
合
や
事
業
、
管
理
制

度
を
見
直
す
な
ど
い
ろ
い
ろ

考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
業
務
委
託
、
扶

助
費
等
、
歳
出
予
算
の
不
断

の
見
直
し
、
歳
入
も
議
論
を

重
ね
て
い
き
た
い
。

藤
田

財
政
課
長

藤
田

財
政
課
長

藤
田

財
政
課
長

藤
田

財
政
課
長

藤田　直子

財
政
課
長
主
な
要
因
は
委
託
料
の
増
加
や
牛

津
川
遊
水
地
整
備
な
ど
で
あ
る

な
ぜ
な
ぜ
類類た

ぐ
い

た
ぐ
い

な
き
な
き
2020
億億

基
金
繰
入
れ
か

基
金
繰
入
れ
か

　
　　
線
状
降
水
帯
の
発
生

が
６
時
間
か
ら
12
時
間
ほ
ど

後
に
予
測
さ
れ
た
場
合
、
小

城
市
の
防
災
対
策
は
、
ど
の

よ
う
に
期
待
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
防
災
行
政
無
線
に
よ

る
呼
び
か
け
や
災
害
情
報
等

メ
ー
ル
配
信
に
よ
る
早
め
の

情
報
発
信
が
重
要
で
早
め
の

対
応
が
で
き
る
。

　
　　
警
報
が
出
て
、
雨
量

も
多
く
降
っ
て
い
る
中
に
、

防
災
行
政
無
線
が
聞
こ
え
づ

ら
い
と
の
声
が
あ
る
が
。

　
　
　
　
　
　
　
携
帯
電
話

会
社
の
電
波
を
使
っ
て
携
帯

電
話
の
ほ
う
に
エ
リ
ア
メ
ー

ル
の
発
信
が
さ
れ
る
。

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
に

つ
い
て

　
　　
会
長
、
事
務
局
、
役

員
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
後

継
者
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と

が
対
策
・
対
応
の
１
つ
と
考

え
て
い
る
が
。

　
　
　
　
　
補
助
金
の
様
式

の
簡
素
化
な
ど
も
含
め
て
、

会
計
事
務
に
つ
い
て
は
負
担

軽
減
さ
れ
る
よ
う
に
支
援
し

て
い
き
た
い
。

　
　　
相
談
に
乗
り
な
が
ら

一
緒
に
行
う
こ
と
は
で
き
な

い
の
か
。

　
　
　
　
　

領
収
書
等
を

持
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
、

一
緒
に
書
類
の
作
成
等
を
支

援
で
き
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

谷
田

市
長

谷
田

防
災
対
策
課
長

谷
田

福
祉
部
長

谷
田

福
祉
部
長

谷田　信二

市
長
情
報
発
信
が
重
要
、
早
め
早
め
の

対
応
が
で
き
る

線
状
降
水
帯

線
状
降
水
帯

発
生
予
測
に
つ
い
て

発
生
予
測
に
つ
い
て

▲小城市のハザードマップ

▲牛津川遊水地事業に伴う移転先図
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防
災
担
当
の
情
報
発

信
は
。

　
　
　
　

防
災
行
政
無
線

の
他
に
、
聞
き
直
し
サ
ー

ビ
ス
、
登
録
制
の
災
害
情

報
発
信
サ
ー
ビ
ス
、
メ
ー

ル
、
電
話
、
F
A
X
、

H
P
、
情
報
発
信
ア
プ
リ

「
O
g
i
O
g
i
」
を
活
用

し
配
信
し
て
い
る
。
市
民
が

避
難
を
判
断
す
る
に
は
い
ち

早
く
情
報
を
収
集
す
る
こ
と

が
大
事
で
あ
る
。
特
に
お
勧

め
し
て
い
る
の
が
こ
の
ア
プ

リ
。
防
災
行
政
無
線
の
内
容

を
プ
ッ
シ
ュ
通
知
で
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
、
文
字
情
報

と
し
て
残
る
便
利
な
機
能
。

　
　　
「
O
g
i
O
g
i
」

ア
プ
リ
の
過
去
３
年
間
の
登

録
者
の
推
移
は
少
し
ず
つ
増

え
て
い
る
が
、
高
齢
者
の
ス

マ
ホ
の
所
持
も
増
え
る
中
、

聞
こ
え
な
か
っ
た
防
災
無
線

の
聞
き
直
し
サ
ー
ビ
ス
が
あ

る
こ
の
ア
プ
リ
が
さ
ら
に
向

上
す
る
た
め
の
考
え
は
。

　
　
　
　
　
広
報
だ
け
で
な

く
研
修
会
な
ど
で
普
及
を

行
っ
て
い
る
。

　
　　
子
育
て
世
代
へ
の
情

報
発
信
で
、
唐
津
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
に
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
で
発
信
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
ま
た

※「
養
育
費
確
保
支
援
事
業
」

な
ど
大
切
な
情
報
を
必
要
な

方
に
キ
ャ
ッ
チ
し
や
す
い
環

境
が
必
要
で
は
。

　
　
　
　
　
今
後
研
究
し
て

い
く
。

赤
松

総
務
部
長

赤
松

総
務
部
長

赤
松

福
祉
部
長

赤松　貴子

市
長
複
数
の
手
段
の
利
活
用
で
取
り
組

ん
で
い
る

伝
え
た
い
方
へ

伝
え
た
い
方
へ

伝
わ
る
情
報
な
の
か

伝
わ
る
情
報
な
の
か

　
　　
市
内
に
あ
る
全
て
の

小
中
学
校
を
30
年
後
も
今
の

場
所
で
維
持
し
て
い
く
の

か
、
こ
れ
か
ら
家
を
買
っ
て

30
年
、
40
年
の
住
宅
ロ
ー
ン

を
組
も
う
と
考
え
る
子
育
て

世
代
は
そ
の
辺
に
対
す
る
市

の
し
っ
か
り
と
し
た
ヴ
ィ

ジ
ョ
ン
が
な
い
と
判
断
で
き

な
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
児
童
、
生
徒
数
は

小
城
市
に
お
い
て
も
減
少
傾

向
で
小
学
校
全
体
で
5
年
後

に
は
2
5
5
人
の
減
少
を
見

込
ん
で
い
る
。
学
校
を
残
し

つ
つ
小
規
模
を
活
か
し
た
特

色
あ
る
学
校
に
す
る
の
か
。

学
校
統
合
に
す
る
の
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
児
童
、
生

徒
の
教
育
条
件
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
が
大
前
提
に
な
る
。

そ
れ
と
共
に
財
政
の
健
全
化

を
図
る
必
要
も
あ
る
。
で
き

る
だ
け
早
い
段
階
で
協
議
を

進
め
、
方
向
性
を
固
め
る
必

要
が
あ
る
。

住
民
税
非
課
税
世
帯

へ
の
支
援
に
つ
い
て

　
　　
令
和
2
年
度
以
降
、

コ
ロ
ナ
や
物
価
上
昇
対
策
と

し
て
小
城
市
が
住
民
税
非
課

税
世
帯
へ
支
給
し
た
額
は
い

く
ら
に
な
る
か（
30
代
夫
婦
、

小
学
生
2
人
、
中
学
生
1
人

の
家
族
）。

　
　
　
　
　
令
和
2
年
度
か

ら
5
年
度
末
ま
で
で
1
6
8

万
円
に
な
り
ま
す
。

前
田

教
育
長

前
田

福
祉
部
長

前田　博己

教
育
長
慎
重
に
審
議
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
検
討
課
題

小
中
学
校
統
廃
合
の

小
中
学
校
統
廃
合
の

可
能
性
は

可
能
性
は

※�

佐
賀
県
で
は
、
ひ
と
り
親
家
庭

の
方
が
養
育
費
を
確
実
に
受
け

取
れ
る
よ
う
、
公
正
証
書
等
の

作
成
に
係
る
費
用
を
助
成
す
る

も
の

▲�防災無線の聞き直しサービ
スがある「OgiOgiアプリ」

▲築３５年経つ岩松小学校
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松並　陽一

市
長
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
も

し
っ
か
り
取
り
組
む

　
　　
こ
れ
ま
で
に
ブ
ラ
ッ

ク
モ
ン
ブ
ラ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー

ル
セ
ン
タ
ー
と
芦
刈
文
化
体

育
館
の
２
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
事
業
に
取
り
組
ん

で
き
た
が
、
ゆ
め
ぷ
ら
っ
と

小
城
、ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
、

ア
イ
ル
な
ど
認
知
度
や
利
用

頻
度
が
高
い
公
共
施
設
に
も

導
入
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　　
現
在
の
施
設
の

愛
称
が
市
民
に
慣
れ
親
し
ま

れ
て
い
る
た
め
、
ま
だ
検
討

し
て
い
な
い
。

　
　　
他
自
治
体
で
は
市
道

や
歩
道
橋
に
企
業
名
や
小
売

店
名
が
付
け
ら
れ
、
契
約
料

が
そ
れ
ら
の
維
持
費
用
に
充

当
さ
れ
て
い
る
事
例
も
あ
る

が
、今
後
研
究
す
べ
き
で
は
。

　
　
　
　　
財
政
課
を
中
心

に
、
関
係
課
と
協
議
す
る
。

英
語
教
育
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て

　
　　
昨
年
度
の
英
語
教
育

実
施
状
況
調
査
で
、
英
検
３

級
以
上
相
当
の
中
学
生
の
割

合
は
、
全
国
平
均
は
５０
％
、

県
平
均
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
の

３０
％
だ
っ
た
が
、小
城
市
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
１５
％

で
、
県
の
緊
急
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
沿
い
、
先
生
の
授
業
力

向
上
や
家
庭
で
の
デ
ジ
タ
ル

教
材
の
活
用
等
を
推
奨
す
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

牛
津
駅
周
辺
整
備
と
利

活
用

松
並

財
政
課
長

松
並

財
政
課
長

松
並

学
校
教
育
担
当
部
長

自
主
財
源
確
保
に

自
主
財
源
確
保
に

ど
う
取
り
組
む
か

ど
う
取
り
組
む
か

　
　　
地
球
温
暖
化
防
止
を

よ
り
強
力
に
推
進
す
る
た

め
、
小
城
市
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
導
入
推
進
計
画
が
さ

れ
て
い
る
。市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
温
暖

化
防
止
を
推
進
す
る
た
め
の

行
動
を
整
理
さ
れ
て
い
る

が
、
こ
の
実
行
計
画
を
小
城

市
は
ど
の
よ
う
な
方
針
で
推

進
す
る
の
か
。

　
　
　
小
城
市
で
は
、
ゼ
ロ

カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
機

に
、
地
球
温
暖
化
防
止
実
行

計
画
を
策
定
し
、
区
域
施
策

編
と
事
務
事
業
編
の
見
直
し

を
行
っ
て
お
り
、
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目
標
を

設
置
し
て
い
る
。

　
こ
の
設
定
し
て
い
る
削
減

目
標
を
達
成
し
て
い
く
た
め

に
は
、
小
城
市
で
使
え
る
太

陽
光
や
地
中
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入

し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地

消
に
努
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
そ
の
た
め
、

昨
年
度
に
環
境
省

の
支
援
を
受
け
な

が
ら
小
城
市
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

導
入
推
進
計
画

を
策
定
し
、
小
城

市
で
導
入
可
能
な

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
つ
い
て
調

査
を
行
い
、
２
０

５
０
年
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実

現
の
た
め
に
導
入

目
標
を
段
階
的
に

定
め
て
い
る
。

　
小
城
市
の
自
然
条
件
を
生

か
す
こ
と
の
で
き
る
太
陽
光

発
電
設
備
を
導
入
し
て
い
く
。

深
川

市
長

深川　高志

市
長
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
の
削
減
目

標
を
設
定
し
て
い
る

地
球
温
暖
化
防
止

地
球
温
暖
化
防
止

実
行
計
画
の
方
針

実
行
計
画
の
方
針

▲ネーミングライツが導入された施設

▲小城市役所に設置された太陽光発電パネル
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妊
娠
・
出
産
期
か
ら

子
育
て
期
に
わ
た
る
支
援
の

考
え
は
。

　
　
　
子
ど
も
家
庭
総
合
支

援
拠
点
や
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ

た
る
切
れ
目
の
な
い
総
合
的

な
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　　
地
域
子
育
て
支
援
事

業
は
家
庭
で
過
ご
す
親
子
の

交
流
や
相
談
な
ど
心
の
支
え

と
な
る
大
事
な
活
動
と
思
う

が
コ
ロ
ナ
後
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
は
開

催
制
限
等
し
て
い
た
が
徐
々

に
参
加
が
増
え
て
い
る
。

　
　　
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
で
期
待
し

て
い
る
こ
と
は
。

　
　
　
　
　
産
後
う
つ
を
発

症
し
や
す
い
産
後
２
週
間
と

１
か
月
の
産
婦
健
診
を
実
施

し
、
育
児
不
安
を
抱
え
る
母

親
に
早
期
に
介
入
し
て
不
安

の
軽
減
を
図
る
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
産
後
う
つ
な
ど
体

調
不
良
に
よ
り
育
児
に
支
障

が
出
た
り
育
児
不
安
が
強
い

人
が
利
用
で
き
る
よ
う
に

宿
泊
型
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

も
実
施
す
る
。

　
　　
必
要
な
人
が
利
用

し
や
す
い
た
め
の
課
題
は
。

　
　
　
　
　
委
託
医
療
機

関
が
少
な
い
た
め
利
用
人

数
が
限
ら
れ
て
く
る
、
出

産
し
た
医
療
機
関
以
外
に

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
す
る
こ

と
に
な
る
、
費
用
負
担
が

あ
る
な
ど
の
課
題
が
あ
る
。

必
要
な
人
が
利
用
し
や
す

い
体
制
を
今
後
も
検
討
し

て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

飼
い
主
の
い
な
い
猫
へ

の
対
応
に
つ
い
て

泉市
長泉福

祉
部
長

泉

福
祉
部
長

泉福
祉
部
長

泉　万里江

市
長
相
談
体
制
の
強
化
や
継
続
支
援
、

経
済
的
支
援
を
実
施

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ

妊
娠
期
か
ら
の
切
れ

目
の
な
い
支
援
は

目
の
な
い
支
援
は

　
　　
今
年
度
当
初
、
20
億

円
の
財
源
不
足
が
生
じ
た
。

基
金
を
取
り
崩
し
対
応
す
る

と
の
こ
と
。
こ
の
こ
と
に
対

し
て
市
長
は
ど
う
い
う
危
機

感
を
持
っ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
財
源
不
足
を
ど
う
解
消

し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
少
子
・
超
高
齢
社
会

の
進
展
は
社
会
保
障
費
関
係

が
増
加
傾
向
と
な
る
一
方
で

市
税
等
の
自
主
財
源
の
大
幅

な
増
加
は
見
込
め
な
い
。
本

年
度
と
同
様
な
財
源
不
足
が

生
じ
る
こ
と
へ
の
問
題
意
識

を
持
ち
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
歳
入
歳
出
の
同
時
並

行
的
な
見
直
し
な
ど
危
機
意

識
を
持
っ
た
財
源
運
営
に
臨

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
　　
補
助
金
の
一
律
10
％

カ
ッ
ト
を
打
ち
出
さ
れ
た
。

苦
渋
の
決
断
で
は
な
か
っ
た

の
か
と
思
う
。
市
長
が
決
断

し
た
と
き
の
気
持
ち
は
。

　
　
　
市
民
の
皆
さ
ん
に
も

市
の
財
政
状
況
を
あ
る
程
度

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
て
、

そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
活
動
を
続
け
て

い
く
方
法
が
あ
る
の
か
、
前

向
き
に
考
え
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
う
。
行
財
政
運
営
を

す
る
と
き
は
生
半
可
な
気
持

ち
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と

覚
悟
を
持
っ
て
や
っ
て
い
く

必
要
が
あ
る
と
私
自
身
も
考

え
さ
せ
ら
れ
た
。

市
丸

市
長

市
丸

市
長

市丸　典夫

市
長
危
機
意
識
を
持
っ
た
財
政
運
営
に

臨
ん
で
い
く

財
源
不
足
を
ど
う

財
源
不
足
を
ど
う

解
消
す
る
の
か

解
消
す
る
の
か

▲専門家に相談をする母親

▲令和６年度 当初予算（歳出）

　令和６年度の歳出予算は物価の高騰や社
会保障経費の増などの影響で例年より財政
状況が厳しくなっていることから、これま
で以上に経費縮減・削減を行っています。
　このような中でも、牛津川遊水地事業な
どの「安心・安全」や、保育所等整備補助
事業などの「子育て・教育」に関する政策
について重点的に予算化しています。

※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。
※数字の単位未満は、四捨五入しており、合計の数字と内訳の計とが一致しない場合があります。

予備費
3,000万円（0.1％）

労働費
0.1億円
（0.0％）

公債費
22億6,353万円

（9.1％）
災害復旧費

5.6億640万円
（2.0％）

商工費
3.4億円
（1.4％）
農林水産業費
11.5億円
（4.6％）

議会費
2.1億円
（0.9％）

総務費
24.9億円
（10.0％）

民生費
87.1億円
（34.9％）

教育費
25.8億円
（10.4％）

土木費
28億1,129万円
（11.3％）

衛生費
24.9億円
（10.0％）

消防費
13.5億円
（5.4％）

諸支出金
0万円（0.0％）

歳出
249億
8,203万円

　令和６年度の歳出予算は物価の高騰や社
会保障経費の増などの影響で例年より財政
状況が厳しくなっていることから、これま
で以上に経費縮減・削減を行っています。
　このような中でも、牛津川遊水地事業な
どの「安心・安全」や、保育所等整備補助
事業などの「子育て・教育」に関する政策
について重点的に予算化しています。

※グラフの（　）内は構成比。構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。
※数字の単位未満は、四捨五入しており、合計の数字と内訳の計とが一致しない場合があります。

予備費
3,000万円（0.1％）

労働費
0.1億円
（0.0％）

公債費
22億6,353万円

（9.1％）
災害復旧費

5.6億640万円
（2.0％）

商工費
3.4億円
（1.4％）
農林水産業費
11.5億円
（4.6％）

議会費
2.1億円
（0.9％）

総務費
24.9億円
（10.0％）

民生費
87.1億円
（34.9％）

教育費
25.8億円
（10.4％）

土木費
28億1,129万円
（11.3％）

衛生費
24.9億円
（10.0％）

消防費
13.5億円
（5.4％）

諸支出金
0万円（0.0％）

歳出
249億
8,203万円
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①�

概
要
と
現
状
、
課
題
、
今
後
の
方
針
。

②
行
政
財
産
に
つ
い
て

以
上
の
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。 中島　正樹

　
　　
①
芦
刈
観
瀾
校
で
は

待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
る

が
、
小
中
一
貫
の
中
で
活
用

で
き
る
教
室
は
な
い
か
。

②
三
日
月
小
学
校
で
は
一
部

理
科
教
室
を
使
っ
て
い
る

が
、
現
在
空
い
て
い
る
給
食

室
を
活
用
で
き
な
い
か
。

③
桜
岡
小
学
校
で
は
一
部
学

校
敷
地
外
の
施
設
で
運
営
し

て
い
る
。
暫
定
措
置
と
い
う

こ
と
だ
が
今
後
の
改
善
策
は
。

④
支
援
員
の
確
保
は
十
分
か
。

　
　
　
　
　
　
　
①
来
年
４

月
か
ら
は
待
機
児
童
が
出
な

い
よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　
　
②
給
食
室
の
活

用
に
つ
い
て
は
校
長
と
協
議

中
。
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
も
考
え
て
い
る
が
、
整

備
の
必
要
が
あ
り
来
年
４
月

に
は
間
に
合
わ
な
い
。

③
学
校
敷
地
ま
た
は
隣
接
地

で
の
開
設
が
望
ま
し
い
と
考

え
て
い
る
。
環
境
整
備
に
向

け
て
検
討
し
て
い
る
。

④
現
在
は
確
保
で
き
て
い
る

が
、
夏
休
み
は
短
時
間
勤
務

の
支
援
員
が
必
要
と
な
り
市

報
な
ど
で
募
集
す
る
。ま
た
、

今
後
処
遇
改
善
で
き
る
よ
う

委
託
料
の
見
直
し
が
必
要
と

考
え
て
い
る
。

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
推
進
状
況
は

　
　　
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
進
捗

状
況
と
今
後
の
体
制
強
化
は
。

　
　　
短
期
、
中
期
、
長
期

の
削
減
目
標
を
定
め
、
市

民
、
事
業
者
と
一
緒
に
取
り

組
む
。
大
事
業
で
あ
り
組
織

体
制
の
見
直
し
、
人
材
育
成

も
必
要
。

江
島

教
育
総
務
課
長

教
育
部
長

江
島

市
長

江島佐知子

教
育
長
現
有
施
設
を
見
な
が
ら
活
用
可
能

な
場
所
を
検
討

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

待
機
児
童
解
消
を

待
機
児
童
解
消
を

公
有
財
産
に
つ
い
て

公
有
財
産
に
つ
い
て

▲財政の見通しが厳しい小城市

▲桜岡小第4クラブ(スポーツ協会2階)

主な基金の動き （単位：千円）

基　金　名 令和６年６月
補正後見込額

令和５年度末
現在高見込額 増減額

財政調整基金 2,048,139 2,727,130 –678,991 

減 債 基 金 1,912,137 2,119,249 –207,112 

公共施設整備基金 1,684,293 1,896,076 –211,783 
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一
般
社
団
法
人
日
本

補
聴
器
工
業
会
の
調
査
で
は

日
本
の
難
聴
者
は
人
口
の
約

10
％
（
約
１
，３
０
０
百
万

人
）
の
う
ち
補
聴
器
の
所
有

は
こ
の
中
で
約
15
％
程
度
と

の
事
だ
。
聴
覚
に
不
自
由
の

あ
る
方
へ
の
情
報
伝
達
に
つ

い
て
、
最
近
、
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
が
発
明
さ
れ
、
全
国

の
自
治
体
の
窓
口
に
導
入
さ

れ
て
い
る
と
の
事
だ
。
耳
が

聞
こ
え
難
い
方
と
の
窓
口
で

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

円
滑
に
す
る
目
的
で
導
入
し

た
結
果
、
大
き
い
声
で
の
対

話
が
減
り
個
人
情
報
保
護
が

周
り
に
伝
わ
る
不
安
が
解
消

さ
れ
た
り
筆
談
に
よ
る
窓
口

の
混
雑
緩
和
な
ど
に
効
果
が

あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
。
こ
の

機
器
は
耳
の
入
り
口
付
近
の

軟
骨
を
振
動
さ
せ
音
を
伝
え

る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

集
音
器
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て

お
り
雑
音
を
取
り
除
く
機
能

や
音
量
調
整
も
で
き
、
穴
が

開
い
て
い
な
い
た
め
清
潔
に

も
保
て
る
利
も
あ
る
。
価
格

的
に
は
一
台
約
２
万
円
と
手

頃
と
考
え
る
。
市
長
の
考
え

は
。

　
　
　
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン

に
は
関
心
が
あ
る
。
自
ら

使
っ
て
み
て
試
し
た
い
と
も

思
う
。
色
々
な
雑
音
が
入
っ

て
き
て
使
い
づ
ら
い
不
安
は

あ
る
が
、
こ
の
軟
骨
伝
導
イ

ヤ
ホ
ン
が
ど
う
な
の
か
、
実

際
に
自
分
た
ち
が
試
し
て
、

使
い
や
す
さ
を
確
認
し
た
ら

窓
口
で
の
導
入
に
検
討
で
き

る
と
考
え
る
。

西

市
長

西　　正博

市
長
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ
ン
に
は
関
心
が

あ
り
試
し
た
い

聴
覚
が
不
自
由
な

聴
覚
が
不
自
由
な

方
へ
の
情
報
の
伝
達

方
へ
の
情
報
の
伝
達

　
　　
水
害
対
策
に
つ
い
て

①
牛
津
江
川
の
泥
土
し
ゅ
ん

せ
つ
は
。
②
牛
津
川
の
Ｊ
Ｒ

長
崎
本
線
鉄
橋
下
の
泥
土

し
ゅ
ん
せ
つ
を
国
土
交
通
省

に
申
し
入
れ
よ
。

　
　
　
　
　
①
令
和
５
年
度

は
円
長
寺
井
樋
橋
か
ら
下
流

付
近
、
令
和
６
年
度
は
六
間

橋
か
ら
下
流
付
近
を
土
木
事

務
所
で
し
ゅ
ん
せ
つ
を
終
え

て
い
る
。
②
Ｊ
Ｒ
長
崎
本
線

鉄
橋
下
の
泥
土
堆
積
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。
牛

津
川
の
河
道
の
蓄
積
状
況

は
、
国
の
方
か
ら
、
今
後
引

き
続
き
注
視
し
て
い
く
と
回

答
を
も
ら
っ
た
。

　
　　
牛
津
川
の
改
修
、
そ

し
て
、
三
里
の
遊
水
地
を
造

る
こ
と
で
力
を
入
れ
て
頂
い

て
い
る
こ
と
は
十
分
承
知
し

て
い
る
。
鉄
道
の
陸
橋
で
狭

く
な
り
、
そ
の
上
に
泥
土
の

堆
積
が
あ
る
。
こ
こ
は
、
水

位
を
１
セ
ン
チ
で
も
２
セ
ン

チ
で
も
下
げ
た
い

と
こ
ろ
。
ハ
イ

ウ
ォ
ー
タ
ー
レ
ベ

ル
で
ポ
ン
プ
停
止

に
な
る
。
市
長
の

意
見
は
。

　
　
　

確
か
に
牛

津
川
の
橋
脚
の
と

こ
ろ
に
土
砂
の
堆

積
が
あ
り
、
結
構

問
題
が
あ
る
。
多

分
国
土
交
通
省
の

武
雄
河
川
事
務
所

も
そ
の
辺
の
認
識

を
持
っ
て
い
る
と

思
う
。
牛
津
川
の
改
修
計
画

は
、
年
次
で
ず
っ
と
や
っ
て

お
り
、
そ
の
中
で
し
っ
か
り

協
議
し
て
い
く
。

松
尾

建
設
部
長

松
尾

市
長

松尾　義幸

市
長
橋
脚
の
と
こ
ろ
の
土
砂
堆
積
は
、

結
構
問
題
が
あ
る

牛
津
川
鉄
橋
下
の

牛
津
川
鉄
橋
下
の

泥
土
し
ゅ
ん
せ
つ
を

泥
土
し
ゅ
ん
せ
つ
を

▲窓口用軟骨伝導イヤホン
　ティ・アール・エイ株式会社のHPより

▲鉄橋下の堆積した泥土が川の中央に迫る
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教
員
の
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

と
増
加
す
る
特
別
支
援
学
級

へ
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
不
安
を

抱
え
た
児
童
・
生
徒
や
保
護

者
へ
の
支
援
を
行
う
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
不
安
定

な
家
庭
へ
の
支
援
を
行
う
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
等
を
配
置
し
、
児
童
・

生
徒
の
心
の
居
場
所
づ
く
り

や
教
員
の
負
担
軽
減
に
努
め

て
い
る
。
特
別
支
援
学
級
の

担
任
も
よ
り
多
く
必
要
と
な

り
細
や
か
な
支
援
が
必
要
と

な
る
た
め
、
特
別
支
援
学
校

の
巡
回
相
談
を
受
け
、
誰
も

が
担
任
で
き
る
よ
う
に
研
さ

ん
を
深
め
て
い
る
。

　
　　
部
活
動
指
導
員
の
確

保
と
中
体
連
規
模
縮
小
、
少

子
化
に
よ
る
今
後
の
部
活
動

の
設
置
・
再
編
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
各
学
校

の
外
部
指
導
者
や

保
護
者
、
ス
ポ
ー

ツ
協
会
及
び
各
競

技
団
体
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
部

活
動
指
導
員
の
確

保
や
適
正
な
配
置

を
行
な
っ
て
い
き

た
い
。
小
城
市
全

体
で
部
員
数
が
少

な
い
競
技
は
、
長

期
的
な
視
点
で
の

拠
点
校
方
式
に
よ

る
部
活
動
編
成
や

地
域
の
社
会
体
育

へ
の
移
行
も
含

め
、
中
学
校
部
活
動
検
討
委

員
会
で
検
討
を
重
ね
な
が
ら

よ
り
よ
い
部
活
動
の
在
り
方

を
研
究
し
て
い
く
。

満
岡

学
校
教
育
担
当
部
長

満
岡

学
校
教
育
担
当
部
長

満岡　利宏

教
育
長
課
題
の
解
決
に
は
人
的
な
環
境
づ

く
り
が
不
可
欠

小
城
市
の

小
城
市
の

学
校
教
育
改
革
は

学
校
教
育
改
革
は

第100回 全国市議会議長会 第100回 全国市議会議長会 定期総会 定期総会 （５月22日）（５月22日）

▲環境が変わりつつある中学校部活動

▲

東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
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